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 同様に、中谷の雪の研究が国際的に高く評価された結果、1965 年に東京と札幌で IAMAP の国際
雲物理学会が世界中から 250 人もの参加のもとに開かれた。この成果はその後二十世紀後半に至る
までの北大を中心とした雲物理学研究の隆盛をもたらした。 




翌年の 1973 年には IAGA 国際研究集会が京都で開かれたが、残念ながら日本の気象界の直接的
な関与は薄かったと言わざるをえない。日本気象学会がホスト役をつとめた IAMAP 総会が横浜で























 私が東京から京都に移ったのは 1974 年の春である。京大地球物理学教室に来て真っ先に感じた
ことは研究における国際性の稀薄さであった。当時、世界に目を向けることを率先して行なってい
たのは第 5 講座の前田坦教授で、彼はその後も IUGG の開かれた年には教室からの出席教官による
学生院生向けの報告会を主催するなどして世界の風を教室に導入する努力を怠らなかった。 
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 私自身も 70 年代から IUGG・IAMAP・COSPAR 等の気象学関連国際会議に積極的に参加して
いたが京大からの気象分野参加者はむしろ稀であった。現在のように大学院生も含め科学研究費を
国外旅費に使える時代とは違って、旅費の確保も大変な仕事で、毎年のように文部省海外国際研究




















 前節では主として自分の仕事について述べたが、この節では 1970 年代以降の京都大学における
気象学研究について簡単に触れる。（私の京大着任以前の状況については第 1 回セミナーでの山元
龍三郎教授の講演を参照されたい）。 







































日本気象学会賞（1954 年以来授賞総数 87 件）：研究成果の表彰。 
山元龍三郎(59)、光田寧(71)、廣岡俊彦(91)、余田成男(92)、佐藤薫(98)、塩谷雅人(02)、 
津田敏隆(03) 
藤原賞（1963 年以来 62 件）：長年に亘る功績の表彰。 
加藤進(82)、山元龍三郎(93)、光田寧(96)、廣田勇(08)、深尾昌一郎(09) 
堀内賞(1988 年以来 39 件)：他分野から気象学への貢献の表彰。 
深尾昌一郎(88)、山田道夫(92)、津田敏隆(94)、橋口浩之(08) 











































 他人のやらないことをやれ、しかし京都盆地に籠るな！     
（終り） 
    
